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35 方程式・不等式への応用 

298 

 接点を ( )12, 3 +- ttt とすると，接線の方程式は 23 2 -=¢ xy より， 

 ( )( ) 1223 32 +-+--= tttxty  ( ) 1223 32 +--=\ txty  

 よって，点 A を通る接線が満たす式は ( ) 12223 32 +-×-= tta  

 すなわち 362 23 -+-= tta  
 したがって，これを満たす異なる tの値が 3 つあればよく，これは ( ) 362 23 -+-== tttfy  

とおくと，曲線 ( )tfy = と直線 ay = が異なる 3 つの共有点をもつことと同値である。 

( )tfy = の増減は， ( ) ( )26126 2 --=+-=¢ tttttf より，次表のようになる。 

( )
( ) ¯­-¯

-+-¢

53
00
20

tf
tf
t 

 

 よって， ( )tfy = の概形は次図のようになる。 

ゆえに，この曲線と ay = が異なる 3 つの共有点をもつときの aの値の範囲は 53 <<- a  

 

t

y

O 2 

5 

- 3 

y = a 

y = f t( )  
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 ( ) ( ) aaa xxxxxx +×-=+×-=+- + 232312 333333327 より， 

 tx =3 とおくと， 03 23 =+- att ( )0>t  23 3tta +-=\ ( )0>t  ・・・① 

 曲線 xt 3= は単調に増加するから xと tは 1 対 1 に対応する。 
 よって，①が異なる 2 実数解をもつような定数 aの値の範囲を求めればよく，これは，

( ) 23 3tttfy +-== ( )0>t とおくと，曲線 ( )tfy = と直線 ay = が異なる 2 つの共有点をも

つような aの値の範囲を求めることと同値である。 

 ( )tfy = の増減は， ( ) ( )2363 2 --=+-=¢ tttttf より，次表のようになる。 

( )
( ) ( ) ¯­

-+¢

40
0/
20

tf
tf
t 

 

 よって， ( )tfy = の概形は次図青色実線のようになる。 

ゆえに，この曲線と ay = が異なる 2 つの共有点をもつときの aの値の範囲は 40 << a  

 

t

y

O 2 

4 

y = f t( )  

y = a 
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 ( ) ( ) kkxxkxxxkxx 4121341233 23223 +++-=---- より， 

( ) ( ) kkxxkxxf 41213 23 +++-= とおくと， 0³x において， ( ) 0³xf となるような kの値の

範囲を求めればよい。 

 
( ) ( )

( )( )kxx
kxkxxf

223
12163 2

--=
++-=¢

　　　
 

 より， 

 (i) 1<k のとき 
  ( )xf の増減は次のようになる。 

   ( )
( ) ­¯­

+-+¢

極小極大xf
xf

kx
00
22 

 

  よって，極小値 ( ) 04162 ³-= kf が必要であり， 

  このとき 02 <k のときは ( )0f は極大値と極小値の間の値をとるから， ( ) 00 >f  

  k20 < のときは ( ) 00 ³f を満たさなければならない。 

  ゆえに，必要十分条件は ( ) 04162 ³-= kf かつ ( ) 040 ³= kf であり，これより，
4
1

³k  

これと， 1<k より， 1
4
1

<£ k  

 (ii) 1=k のとき 

  ( ) ( ) 023 2 ³-=¢ xxf より， ( )xf は単調増加する。 
  よって， ( ) 040 ³= kf ，すなわち 0³k であればよい。ゆえに， 1=k はこれを満たす。 

 (iii) 1>k のとき 
    ( )xf の増減は次のようになる。 

   ( )
( ) ­¯­

+-+¢

極小極大xf
xf

kx
00

22 

 

  よって， ( ) 00 ³f かつ ( ) 02 ³kf であればよい。 

  ( ) kf 40 = より， 0³k  ・・・① 

( ) ( )13441242 223 ---=++-= kkkkkkkf より， ( ) 0132 £-- kkk  

  よって，
2

1330,
2

133 +
££

-
£ kk  ・・・② 

  ①かつ②および 1>k より，
2

1331 +
£< k  

 (i)～(iii)の少なくとも 1 つを満たせばよいから，求める kの値の範囲は
2

133
4
1 +

££ k  
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 ( ) baaxxxfy ++-== 23 3 とおくと， ( )xfy = が x軸と 3 つの異なる共有点をもち， 

 かつその 1 つの共有点の x座標が負であればよい。 

 ( ) ( )axxaxxxf 2363 2 -=-=¢ より， 

 (i) 0<a のとき 
  ( )xf の増減は次のようになる。 

( )
( ) ­¯­

+-+¢

極小極大xf
xf

ax
00
02 

 

  よって， x軸と異なる 3 つの共有点をもつために必要十分条件は， 
  ( ) 02 >af かつ ( ) 00 <f である。 

  このときの共有点の x座標を gba << とすると， gba <<<< 02a となる。 

すなわち 2 つの共有点の x座標が負となる。 

よって，不適 

 (ii) 0=a のとき 

  ( ) 03 2 ³=¢ xxf より， ( )xfy = は単調に増加する。 

  よって， x軸との共有点は 1 つだけである。 

  ゆえに，不適 

 (iii) 0>a のとき 
  ( )xf の増減は次のようになる。 

( )
( ) ­¯­

+-+¢

極小極大xf
xf

ax
00

20 

 

  よって， x軸と異なる 3 つの共有点をもつために必要十分条件は， 

  ( ) 00 >+= baf かつ ( ) 042 3 <++-= baaaf  
  また，このときの共有点の x座標を gba << とすると， gba <<<< a20 となる。 

  すなわち 1 つの共有点の x座標が負となり，条件を満たす。 

ゆえに， 0>+ ba かつ 04 3 <++- baa  
 (i)～(iii)の少なくとも 1 つを満たせばよいから，求める条件は， 

 0>a かつ 0>+ ba かつ 04 3 <++- baa  
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点 ( )ba, の領域の図示 

 0>a かつ ab -> かつ ( )( )12124 3 -+=-< aaaaab  

 aab -= 34 の増減は ÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
-÷

÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
+=÷

ø
ö

ç
è
æ -=-=¢

6
3

6
312

12
112112 2 aaaab より，次表のようになる。 

­-¯­

+-+¢

-

9
3

9
3

00
6
3

6
3

b

b

b 

 

 以上より，下図斜線部の領域（境界線を含まない） 

 
 

 

 

a

b

O

b = - a b = 4a3 - a 

3√
6  

- 3√
6  

3√
9  

- 3√
9  

1
2 - 1

2 
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(1) 

 xxxk 6
2
3 23 --= より， ( ) xxxxfy 6

2
3 23 --== とおくと，直線 ky = と曲線 ( )xfy = が異

なる 3 つの共有点をもつような kの値の範囲を求めることと同値である。 

 ( ) ( )( )213633 2 -+=--=¢ xxxxxf より， ( )xf の増減は次表のようになる。 

( )
( ) ­-¯­

+-+¢
-

10
2
7

00
21

xf

xf
x 

 

 よって， ( )xfy = の概形は次図青色実線のようになる。 

 ゆえに，求める kの値の範囲は
2
710 <<- k  

 

x

y

O- 1 

7
2 

2 

- 10 

y = f x( )  

y = k 
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(2) 

(a) 

 ( )xf の値が極大値
2
7
と等しく， 1-=x でない x座標 

  
2
76

2
3 23 =-- xxx より， 0

2
76

2
3 23 =--- xxx  

  これと， ( ) ( )721
2
1

2
76

2
3 223 -+=--- xxxxx より， ( ) ( ) 0721 2 =-+ xx  

2
7

=\ x  

 ( )xf の値が極小値 10- と等しく， 2=x でない x座標 

  106
2
3 23 -=-- xxx より， 0106

2
3 23 =+-- xxx  

  これと， ( ) ( )522
2
1106

2
3 223 +-=+-- xxxxx  

2
5

-=\ x  

 よって，異なる 3 つの実数解をもつとき，すなわち
2
710 <<- k のとき， 

kf <÷
ø
ö

ç
è
æ-

2
5

， ( ) kf >-1 ， ( ) kf <2 ， kf >÷
ø
ö

ç
è
æ

2
7  

 ゆえに， 1
2
5

-<<- a ， 21 <<- b ，
2
72 << g  

     

x

y

O- 1 

7
2 

2 

- 10 

y = f x( )  

y = k 

7
2 

- 5
2 
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(b) 

 gba ,, ( )gba << は 06
2
32 =--- kxxx の解だから，解と係数の関係より， 

 
2
3

=++ gba  ・・・① 

 6-=++ gabgab  ・・・② 

 k=abg  ・・・③ 

 ②より， ( ) 6-+-= gabag  ・・・④ 

 ①より，
2
3

+-=+ bga  ・・・⑤ 

 ④，⑤より， 

16
105

4
3

6
2
3

6
2
3

2

2

-÷
ø
ö

ç
è
æ -=

--=

-÷
ø
ö

ç
è
æ +--=

b

bb

bbag

　　

　　  

これと， 21 <<- b より， 

ag は
4
3

=b のとき最小値
16
105

- をとる。 ・・・（答） 

また，このとき
64

315
4
3

16
105

-=×-=×== bagabgk  ・・・（答） 
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 円 2C の方程式は，条件より， 122 =+ yx  0122 =-+\ yx  

 これに， 13 -= axy を代入すると， ( ) 011
232 =--+ axx より， ( ) 012422 =+- axxax  

 よって， 0=x ， 01242 =+- axxa  
 0=x のとき 1-=y より， ( ) ( )1,0, -=yx となり，これは点 P である。 

 したがって， 01242 =+- axxa がただ 1 つの実数解をもてばよく， 
これは， ( ) 1242 +-= axxaxf とおくと， 
曲線 ( )xf が x軸とただ 1 つの共有点をもつことと同値である。 

そこで， ( )xf の増減を調べると， ( ) ÷
ø
ö

ç
è
æ -=-=¢

a
xaaxaxf

2
1424 3232 より， 

次表のようになる。 

( )
( ) ­¯

+-¢

極小xf
xf

a
x

0
2
1

3 

 

よって，極小値 ÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
3

2
1
a

f が 0 であればよい。 

したがって， 

1
2
1

2
3

1
2
12

2
1

2
1

1
2
12

2
1

2
1

3

332

3

4

323

+×-=

+×-××=

+×-÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
×=÷

÷
ø

ö
ç
ç
è

æ

a
a

a
a

aa
a

a
a

a
a

a
f

　　　　

　　　　  

より， 01
2
1

2
3

3 =+×-
a

a  1
16

273
2
=\

a  

両辺を 3 乗すると， 1
16

27 2
=

a
 

27
162 =\a  

0>a より，
9

34
=a  

このとき， 

Q の x座標は
2
3

2
3

8
33

38
9

2
1

3

3

333 =÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
====

a
x  
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Q の y座標は ×-=-÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
×=-=

2
11

2
11

3

33

a
aaxy  

以上より，
9

34
=a ，Q ÷

÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
-

2
1,

2
3  

 

 
 

 

 

 

 

 

x

y

O

Q

P

3√
2  

- 1
2 

- 1 

- 1 

1 

1 
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(1) 

解法 1 
 ( ) qpxmy +-= が ( )xfy = 上の点 ( )( )tft, で接するとすると， 

 接線の方程式は， ( ) 13 2 -=¢ xxf より， 
( )( ) ( )

( )( )
( ) 32

32

213

13

txt

tttxt

tftxtfy

--=

-+--=

+-¢=

　

　  

 と表せる。 

 ( ) qpxmy +-= すなわち qmpmxy +-= と ( ) 32 213 txty --= が一致するから， 

 13 2 -= tm より，
3

12 +
=
mt  

3
6

3
1
÷
ø
ö

ç
è
æ +

=\
mt  

 32tqmp -=+- より，
2

3 qmpt -
=  

2
6

2
÷
ø
ö

ç
è
æ -

=\
qmpt  

 ゆえに，
23

23
1

÷
ø
ö

ç
è
æ -

=÷
ø
ö

ç
è
æ + qmpm  

解法 2 

( )xfy = と ( ) qpxmy +-= の接点の x座標は ( ) qpxmxx +-=-3  

すなわち ( ) 013 =-++- qmpxmx  の重解である。 
したがって，重解をa ，もう 1 つの実数解を b とすると， 

解と係数の関係より， 
02 =+ ba  ・・・① 

 ( )122 +-=+ maba  ・・・② 

 qmp +-=ba 2  ・・・③ 
 ①より， ab 2-=  

 これを②，③に代入し，それぞれの式から b を消去すると， 

 ( )13 2 +-=- ma より，
3

12 +
=
ma  

3
6

3
1
÷
ø
ö

ç
è
æ +

=\
ma  

 qmp +-=- 32a より，
2

3 qmp -
=a  

2
6

2
÷
ø
ö

ç
è
æ -

=\
qmp

a  

 ゆえに，
23

23
1

÷
ø
ö

ç
è
æ -

=÷
ø
ö

ç
è
æ + qmpm  

 補足 

  3 次方程式の型 

   1 つの実数解型，1 つの実数解と 2 つの重解型，3 つの異なる実数解型 
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(2) 
 条件を満たす接線と ( )xfy = の接点を ( )( )tft, とすると， 

 接線の方程式は，(1)の解法 1 より， ( ) 32 213 txty --=  

 この接線は点 ( )qp, を通るから， ( ) 32 213 tptq --= を満たす。 

 これを tについて整理し， tの 3 次方程式にすると， 032 23 =++- qpptt  

 この方程式は異なる 3 つの実数解をもつことと， ( ) qpptttgy ++-== 23 32 とおくと，

( )tgy = が t軸と異なる 3 つの共有点をもつことは同値である。 

また， ( )tgy = が t軸と異なる 3 つの共有点をもつための必要十分条件は， 

( )tgy = が 2 つの極値をもちかつそれらの積が負になることである。 

 よって， ( ) ( )pttptttg -=-=¢ 666 2 より， 

求める条件は 0¹p かつ ( ) ( ) ( )( ) 00 3 <++-+= qppqppgg となるが， 

0=p とすると， ( ) ( ) 00 2 ³= qpgg より， ( ) ( ) 00 <pgg が成り立たないことから， 
0¹p は ( ) ( ) 00 <pgg に含まれる。 

ゆえに，求める条件は， ( )( ) 03 <++-+ qppqp  

(3) 

（ 0<+ qp かつ 03 >++- qpp ）または（ 0>+ qp かつ 03 <++- qpp ） 

すなわち pqpp -<<-3 または ppqp -<<- 3  

また， ÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
-÷

÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
+=-=¢

3
3

3
3313 2 pppq より， ppq -= 3 の増減は次表のようになる。 

­-¯­

+-+¢

-

9
32

9
32

00
3
3

3
3

q

q

p 

 

よって，(2)の条件を満たす点 ( )qp, は次図のようになる。 

ただし，境界線を含まない。 
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p

q

O
1 

- 1 

3√
3  

2 3√
9  

- 3√
3  

- 2 3√
9  

q = - p q = p3 - p 
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(1) 

解法 1 

 ( ) kxxxf -+= 14 3 とおく。 

 (i) 0£k のとき 

  0³x において， 03 ³x かつ 0³-kx より， ( ) 0³xf が成り立つ。 

 (ii) 0>k のとき 

  ( ) ÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
-÷

÷
ø

ö
ç
ç
è

æ
+=÷

ø
ö

ç
è
æ -=-=¢

6
3

6
312

12
1212 22 kxkxkxkxxf  

  より， 0³x における ( )xf の増減は次のようになる。 

   ( )
( ) ­¯

+-¢

極小1
0
6
30

xf
xf

kx 

 

  よって， 0³x において， ( )xf は
6
3kx = で最小値をとるから， 

01
9
3

6
3

³+-=÷
÷
ø

ö
ç
ç
è

æ kkkf のとき， ( ) 0³xf が成り立つ。 

  このとき， 1
9
3

£
kk

より， 813 3 £k  273 £\k  

  これと 0>k より， 30 £< k  

 (i)，(ii)より， 3£k  

解法 2 

kを大きくしていくと，ある kで kxy = と 14 3 += xy が接する。 

 このときの接点の x座標は kxx =+14 3 すなわち 014 3 =+- kxx の重解である。 
 そこでこの方程式の重解をa ，もう 1 つの解を b とすると，解と係数の関係より， 

02 =+ ba すなわち ab 2-= ・・・① 

4
22 k

-=+ aba  ・・・② 

4
12 -=ba  ・・・③ 

 ①を③に代入し， b を消去すると，
4
12 3 -=- a  

2
1

=\a  ・・・④ 

 これを①に代入すると， 1-=b  ・・・⑤ 

④と⑤を②に代入すると，
44

3 k
-=-  3=\k  
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  よって， kを大きくしていくと， 3=k のとき， kxy = と 14 3 += xy が接する。 

  ゆえに， 0³x において kxx ³+14 3 が成り立つ kの値の範囲は 3£k  
解法 3 略解 

 kを大きくしていくと，ある kで kxy = と 14 3 += xy が接する。 

このとき接点の座標を ( )14, 3 +tt ( )0³t とすると， 

 接線の方程式は ( ) 1412 32 ++-= ttxty すなわち 1812 32 +-= txty  

 これが原点を通るから， 018 3 =+- t  
2
1

=\t  

 したがって，その傾き 212t の値は 3 
 よって，求める kの値の範囲は 3£k  

解法 4 数学Ⅲ 

 (i) 0=x のとき 

  01 ×³ k より， kは任意の実数 

 (ii) 0>x のとき 

  不等式の両辺を x（ 0>x ）で割ると k
x

x ³+
14 2  

  ( )
x

xxf 14 2 += とおくと， 

( ) ( )( )
( )

2

2

2

2

2

3

2

4
3

4
1412

124121818
x

xx

x
xxx

x
x

x
xxf

ïþ

ï
ý
ü

ïî

ï
í
ì

+÷
ø
ö

ç
è
æ +-

=
++-

=
-

=-=¢ より， 

( )xf の 0>x における増減は次のようになる。 

( )
( )
( ) ­¯¥

+-¢

3
0
2
10

xf
xf

x 

 

  よって， 0>x における ( )xf の最小値は 3 である。 

  ゆえに， kの値の範囲は 3£k  

 (i)，(ii)より，求める kの値の範囲は 3£k  

(2) 

 (1)より， xx 314 3 ³+ ， yy 314 3 ³+  

 等号が成立するときの xの値は， xx 314 3 =+ から 0³x を満たす解を直接求めてもいいが， 
たとえば，(1)の解法 1 から求めると， 

増減表において，
6
3kx = で kに 3 を代入することにより，

2
1

=x  
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したがって，等号が成立するときの yの値も
2
1  

 よって， 

 
( ) 3

1
333

1
31414

1
54 3333

=
++
++

³
++

++++
=

++
++

yx
yx

yx
yx

yx
yx  

 等号成立は
2
1

== yx のとき 

 ゆえに，
2
1

== yx で最小値 3 をとる。 

306 

 

( ) ( )( )
( )( )

( )

þ
ý
ü

î
í
ì

-÷
ø
ö

ç
è
æ +-÷

ø
ö

ç
è
æ +=

+-÷
ø
ö

ç
è
æ +=

+-+=

++-+=++

3
4

sin4cossin
4

sin4

cossin3cossin1
4

sin4

cossin3cossin1cossin22

cossin3coscossinsincossin22cossin3cossin22 2233

pp

p

xxxx

xxxxx

xxxxxx

xxxxxxxxxxxx

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

ここで， 

( )
xx

xxxxxx
cossin21

coscossin2sincossin 222

+=
++=+

　　　　　　　
 

 より， 

 

( )

2
1

4
sin

2

1
4

sin2

2
1cossincossin

2

2

2

-÷
ø
ö

ç
è
æ +=

-
þ
ý
ü

î
í
ì

÷
ø
ö

ç
è
æ +

=

-+
=

p

p

x

x

xxxx

　　　　

　　　　  

 よって， 

 

( )

2
3

4
sin6

4
sin3

4
sin4

3
4

sin4
2
1

4
sin

4
sin4cossin3cossin22

23

233

-÷
ø
ö

ç
è
æ ++÷

ø
ö

ç
è
æ ++÷

ø
ö

ç
è
æ +-=

þ
ý
ü

î
í
ì

-÷
ø
ö

ç
è
æ +

þ
ý
ü

î
í
ì

-÷
ø
ö

ç
è
æ +-÷

ø
ö

ç
è
æ +=++

ppp

ppp

xxx

xxxxxxx

　　　　　　　　　　　　　　

 

 より， 0
2
3

4
sin6

4
sin3

4
sin4 23 =-÷

ø
ö

ç
è
æ ++÷

ø
ö

ç
è
æ ++÷

ø
ö

ç
è
æ +-

ppp xxx  
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 両辺に 2- を掛けると， 03
4

sin12
4

sin6
4

sin8 23 =+÷
ø
ö

ç
è
æ +-÷

ø
ö

ç
è
æ +-÷

ø
ö

ç
è
æ +

ppp xxx  

 ここで， tx =÷
ø
ö

ç
è
æ +

4
sin p

とおくと， 031268 23 =+-- ttt  

ただし， p20 <£ x より， 11 ££- t  

よって， 031268 23 =+-- ttt （ 11 ££- t ）の解と対応する xの個数を求めればよい。 
031268 23 =+-- ttt （ 11 ££- t ）の解は ( ) 31268 23 +--= ttttf の 11 ££- t における t軸

との共有点の t座標の値と一致するから， 11 ££- t における ( )tf の増減を調べると， 

( ) ( )( )11212121224 2 -+=--=¢ tttttf より，次表のようになる。 

 ( )
( ) 7

2
131

0

1
2
11

-¯­

-+¢

--

tf

tf

t 

 

よって， ( ) 0=tf となる tは， 1
2
1

<<- t に存在する。 

さらに， 1
2
1

<<- t において， ( ) 0=tf となる tを絞り込むと， 

( ) 030 >=f ， 0
2
7

2
1

<-=÷
ø
ö

ç
è
æf より，

2
10 << t に存在する。 

よって， ÷
ø
ö

ç
è
æ +=

4
sin pxt （ p20 <£ x ）より，与式の方程式の解は， 

ppp <+<
46

5 x と
6

2
4

2 pppp +<+< x  

すなわち， pp
4
3

12
7

<< x と pp
12
23

4
7

<< x においてそれぞれ 1 つ存在する。 

ゆえに，求める xの個数は 2 
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t

f t( )  

O- 1 

1 

- 1
2 

13
2  

1 

- 7 

1
2 

- 7
2 

x

t

O

1
2 

23
12π 7

12π 

7
4π 3

4π 
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307 

(1) 

 ( ) ( )( )11333 2 -+=-=¢ xxxxf より， 22 ££- x における ( )xf の増減は次表のようになる。 

( )
( ) 3131

00
2112

­-¯­-
+-+¢

--

xf
xf
x 

 

 よって， ( ) 0=xf となる xは 21,11,12 <<<<--<<- xxx においてそれぞれ 1 つ存在する。 

 ゆえに，題意が成り立つ。 

 
 

 

 

 

x

f(x)

O

f x( ) = x3 - 3x + 1 

1 

2 - 1 

- 2 

- 1 

3 

1 
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(2) 

( )( ) ( ){ } ( )
( ) ( )

( )
( )( )
( ) ( )xfxx

xxxx

xx

xxx

xx

xgxgxgf

13

1313

13

196

1232

13

3

33

23

246

232

3

--=

+---=

--=

-+-=

+---=

+-=

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

 

 よって，a が ( ) 0=xf の解すなわち ( ) 0=af ならば， 

( )( ) ( ) ( )aaaa fgf 133 --= より， ( )( ) 0=agf  

ゆえに，題意が成り立つ。 

(3) 

 0133 =+- xx において，解と係数の関係より， 0321 =++ aaa  ・・・① 
 また，(1)より， 21,11,12 321 <<<<--<<- aaa であるが， 

2a の範囲を絞り込むと， ( ) ( ) 011,010 <-=<= ff より， 10 2 <<a  

よって， 321 0 aaa <<<  ・・・② 

①，②より， 132 aaa <<  

よって， 2
1

2
3

2
2 aaa << より， 222 2

1
2

3
2

2 -<-<- aaa すなわち ( ) ( ) ( )132 aaa ggg <<  
これと，(2)より， ( ) ( ) ( ) 231231 ,, aaaaaa === ggg  


